
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ２２０１ 

令和５年度 商業科 

 

教科 商業 科目 ビジネス情報 単位数 ４ 年次 ２～４ 

使用教科書 「ビジネス情報 新訂版」  （実教出版） 

副教材等 全商 情報処理検定 模擬問題集 ２級 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

EXCEL の関数（全勝情報処理検定２級の内容中心に）を勉強します。毎回授業の課題をしっかり

と提出しましょう。 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業活動に

おけるソフトウェアの活用に必要な資質・能力を育成することをめざす。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ソフトウェアの活用

と環境について理解

するとともにその技

術を身に付けている 

ソフトウェアを活用

することの課題につ

いて改善と関連付け

て見いだしている 

エクセルの関数の文

法を正しく覚え、実

践に応用できるよう

になる 

企業活動の改善に

主体的かつ協働的

に取り組んでいる

か 

 

 

評
価
方
法 

授業中の提出物 応用問題 定期考査（実技） 定期考査（筆記） 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

 

第１章 ビジネスと情報（企業

活動とソフトウェアの活用） 

 

第２章 情報通信ネットワーク

の活用（表計算ソフトウェア

の活用） 

 

第３章 表計算ソフトウェアの

活用（データベースソフトウ

ェアの活用） 

 

○ ○ ○ ○ a: ソフトウェアの活用と環境に

ついて理解するとともにその技術

を身に付けている 

c: ソフトウェアを活用すること

の課題について改善と関連付けて

見いだしている 

b: 企業活動の改善に主体的かつ

協働的に取り組んでいるか 

d: 実務に即して理解するととも

に、関連する技術を身に付けている 

a:情報を集計、分析するとともに、

その結果を表現し、評価することが

できる 

b:情報の効率的な分析に主体的か

つ協働的に取り組んでいるか 

c:実務に即して理解するとともに、

関連する技術を身に付けている 

d:情報を集計、分析するとともに、

その結果を表現し、改善することが

できる 

授業での発言 

行動観察 

実習課題 

ノート 

ワークシート 

質疑応答 

小テスト 

定期考査 

 

 

後
期 

 

第４章 データベースソフトウ

ェアの活用（業務処理用ソ

フトウェアの活用） 

 

第５章 ソフトウェアを活用し

たシステム開発（情報シス

テムの開発） 

○ ○ ○ ○ a: 実務に即して理解するととも

に、関連する技術を身に付けている 

b: 業務を効率的に処理し、評価す

ることができる 

c: 実務に即して理解するとと

もに、関連する技術を身に付け

ている 

d: 業務の効率的な処理に主体的

かつ協働的に取り組んでいるか 

授業での発言 

行動観察 

実習課題 

ノート 

ワークシート 

質疑応答 

小テスト 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


